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　　 2005年 2月 18日発行

　メールマガジン日本僑報電子週刊の読者から寄せられたメールと編集
部の意見を総合し、2004年日中交流十大ニュース人物を以下の通り選出
した。
　王毅　第９任中国駐日大使として着任され、日中両国で注目された。
　宋健　中日友好会長として早稲田大学から名誉博士号を授与された。
　王泰平　大阪総領事館総領事（大使級）から財団法人日中友好会館中
国代表常務理事に転身、著書『あのころの日本と中国―外交官特派員の
回想』出版。日中友好協会機関誌の2004年の「顔」の一人に。
　祁景�　著書『中国のインターネットにおける対日言論分析』が日中
両国から注目され、もっとも多くマスコミに登場した中国人留学生。第
一回中国人留学生修士論文賞受賞。
　馮昭奎　氏の研究の集大成である『中国の「対日新思考」は実現でき
るか「対中新思考」のすすめ』を刊行。日本各地で講演。日中友好協会
機関誌の2004年の「顔」の一人に。
　蓮舫　台湾から来日した父親を持つ、北京大学留学経験あり、中国人
の血統を持つ日本人政治家として参議院議員に初当選、日中交流におけ
る活躍が期待できる若手政治家に。
　北の湖敏満　日本相撲協会理事長。30年ぶりの大相撲中国公演を実現
させた。
　大越幸夫　ＴＢＳ初代北京特派員として39年ぶりに北京を再訪。日中
記者交換40周年記念行事に参加、同特集に出演。
　大森和夫　中国の大学生による日本語作文コンクールを連続12年実施
してきた国際交流研究所の所長。昨年、上海で最後の表彰式を開催。式
上、日本の外務大臣及び文部大臣より、氏を高く評価する内容の祝電が
届き、披露された。
　山本一太　中国の大手出版社より編著書、安倍晋三、岡田克也など29
名若手政治家を紹介した《如果我是日本首相》が刊行参議院議員。この
本の関係で、昨年、氏は三回北京入りし、中国の若手政治家と交流した
ほか、清華大学で講演を行った。

　日本僑報社刊行日中関係の本
●『中国人特派員が書いた日本』
●『永遠の隣人--人民日報に見る日本人』
●『日中相互理解とメディアの役割』
●『日中ホンネで大討論！』
●『中国人の見た日本』
●『中国人の日本語著書総覧』
●『日本華僑華人社会の変遷』
●『華僑社会の変貌とその将来』
●『中国人の日本奮闘記』
●『中国の１万２９６７人に聞きました。』
●『私が出会った日本兵』
●『つくる会の歴史教科書を斬る』
●『新中国に貢献した日本人たち』
　ほか多数


